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1. 概要 

1. 地域支援事業の趣旨 

南海トラフ地震に備え、地震発生時の適切な行動や津波からの避難行動を身に付けるた

め、地域の大半が浸水想定区域である方北・方南・女良・丁地区を対象に、津波避難訓練

を実施する。 

訓練当日は、防災行政無線放送により「大津波警報」が伝達され、地域住民は研修会で

想定した避難のタイミングや避難経路に従い、訓練に取り組むことで、それぞれが災害時

に必要となる避難行動を確認する。 

 

2. 事業の目標 

津波から「逃げ切る」訓練を一歩進め、自主防災組織や住民ごとに、具体的な避難行動

とそのタイミング、要配慮者の支援、避難場所から避難所への避難（二次避難）を想定し、

災害時の体制と行動を整理することで、地域住民一人ひとりの「自助」「共助」の重要性

の再認識を図る。 

 

3. 実施計画 

１．防災研修会 

【第１回】 

日時 平成 30 年 6 月 14 日（木）19：00～21：30 

場所 海南市民交流センター ふれあいホール 

内容 

１．主催者挨拶 

２．訓練概要説明 

３．学識経験者による講演 

４．ワークショップ〈防災マップを用いた避難行動の検討〉 

５．第２回防災研修会（まち歩き）の予定と準備について 

 

【第２回】 

 

 

 

 

 

 

 

日時 
平成 30 年 6 月 30 日（土）10:30～12:00 

※研修会開催前（8:30～10:00）に各地区でまち歩きを実施 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

内容 

１．ワークショップ 

〈まち歩き結果の防災マップへの落とし込み〉 

〈避難中、避難後の問題点の協議〉 

２．重点地区防災研修会・訓練等の今後について 



2 

 

【第３回】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．防災訓練 

 

 

 

 

 

 

３．訓練報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 30 年 8 月 6 日（月）19:00～21:00 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

内容 

１．訓練当日のスケジュール・内容について 

２．大東小学校の取組について 

３．要配慮者の支援方法について 

４．傷病者等の救護方法について 

５．訓練までの準備事項等について 

日時 平成 30 年 9 月 9 日（日）9:00～12:00 

場所 方北・方南・女良・丁 区内 

内容 津波避難訓練及び二次避難訓練 

日時 平成 30 年 9 月 25 日（火）19:00～21:00 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

内容 
１．各地区の取組の報告 

２．市からの報告 
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2. 防災研修会 

1. 第 1 回防災研修会 

1.概要 

日時 平成 30 年 6 月 14 日（木）19:00～21:30 

場所 海南市民交流センター ふれあいホール 

参加者 

地区参加者 （大崎・下津地区合同）     46 名（大崎 22 名、下津 24 名） 

職員参加者(津波緊急避難ビル配備職員等)   12 名 

その他（小学校関係者、防災士等）     9 名 

合計                               67 名 

内容 

１．主催者挨拶  

２．平成 30年度 大崎・下津地区津波避難訓練について 

  訓練の目的・訓練想定・スケジュールについて危機管理課より説明。 

３．学識経験者による講演 

テーマ「南海トラフ巨大地震 津波に備えて」 

公益財団法人ひょうご震災記念 21 世紀研究機構 

人と防災未来センター 研究員 木作 尚子 氏 

《 講演の概要 》 

海南市において想定される津波被害、家具固定・感震ブレーカー・

非常用持出品などの自分でできる備え、要配慮者の支援方法と実際に

かかる時間の検証 

４．ワークショップ〈防災マップを用いた避難行動の検討〉 

  ①避難場所と津波到達時間の確認 

  ②避難路の検討 

  ③要配慮者の所在の確認 

  ④時間帯ごとの避難行動の検討 

  ⑤二次避難の検討 

５．第２回防災研修会（まち歩き）の予定と準備について 

まち歩き及び第２回防災研修会の実施日程・内容について説明。 

第１回研修会で作成した地区の防災マップに、避難路の危険箇所等を

反映させるため、事前にまち歩きを行う旨を説明。 
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2.実施風景 

（1）学識経験者による講演 

 

（2）ワークショップ（各地区の防災マップ作成）の様子 
 

  

  

  

  

  

  

  

方北地区  
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女良地区 

方南地区 

丁地区 
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東地区 

新田地区 

西地区 
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3.ワークショップで作成した、大判（Ａ０）の防災マップと協議した内容 

方北地区 

 

 

方北地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

横山農道周
辺

避難者確認 孤立する想定妙見山周辺

孤立する想定

50分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助・救出
要配慮者の避難支援
避難確認

45分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助・救出
要配慮者の避難支援
避難確認

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降
②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

①
地区の想定す
る避難場所

 

 

 

避難経路を

記入 

要配慮者の家をマーカー

でチェック 
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方南地区 

 

 

 

方南地区①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

孤立する想定要配慮者の避難支援
要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認宮裏山農道 50分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 避難場所での避難者の確認

要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認 孤立する想定

禅定寺 40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援
要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認 孤立する想定

硯裏山 40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④

 

 

 

 

各班の避難場所

を確認 
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方南地区②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降
④

要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認 孤立する想定

方集会所高
台

70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援
要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認 孤立する想定

小嶋谷農道 70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援

避難場所での避難者の確認 孤立する想定
下津保健福
祉センター

70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援

 

 

 

方南地区③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降
④

避難場所での避難者の確認
避難所への避難の検討

海南下津高校

大東小学校 60分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援
要配慮者の避難支援
避難所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認 孤立する想定

旧街道 70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
地区住民への声かけ
安否確認
救助・救出

救助、救出 要配慮者の避難支援
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女良地区 

 

 

 

女良地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

避難場所での避難者支援 孤立する想定

女良農道周
辺

55分 車での避難 海南下津高校

女良古墳周
辺

50分
防災無線の確保
救助、救出

要配慮者の避難支援 要配慮者の避難支援

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④

 

 

 

 

要配慮者の家をマーカー

でチェック 

避難経路を

記入 
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丁地区 

 

 

 

丁地区①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

孤立する想定
大東小学校
屋上

60分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援
資機材の持出し

海南下津高校

三郷八幡神
社参道入口

70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援
資機材の持出し

海南下津高校

旧街道 60分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援
資機材の持出し

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④

 

 

 

 

避難経路を

記入 

二次避難経

路の検討 
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丁地区②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

海南下津高校

へいしの熊 60分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援
資機材の持ち出し

孤立する想定

丁コミュニ
ティセンター

70分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助・救出
要配慮者の避難支援
備品確認
・メガホン
・車いす
・タンカ

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

①
地区の想定す
る避難場所

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
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東地区 

 

 

 

孤立する想定

要配慮者の避難支援
避難場所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認
東区トランシーバーを活用し
状況確認

孤立する想定

避難場所での避難者の確認
東区トランシーバーを活用し
状況確認

要配慮者の避難支援
避難場所での避難者の確認

要配慮者の避難支援
避難場所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認
東区トランシーバーを活用し
状況確認

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降
①

孤立する想定40分

車を利用した避難
非常用持出品の準備
くつをはく
避難カードを掲げる
声かけ

玉井裏山

東地区①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

④
自治会内に津
波が到達する時
間

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

声をかけながら避難 要配慮者の避難支援

要配慮者の避難支援

声をかけながら避難 要配慮者の避難支援

声をかけながら避難

40分

車を利用した避難
非常用持出品の準備
くつをはく
避難カードを掲げる
声かけ

拝待団地

港ふれあい
公園

40分

非常用持出品の準備
くつをはく
避難カードを掲げる
声かけ

 

 

 

避難経路を

記入 

二次避難経

路の検討 
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要配慮者の避難支援
避難場所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認
東区トランシーバーを活用し
状況確認
避難所への避難の検討

鰈川公民館

楠戸山中腹 40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援

要配慮者の避難支援
要配慮者の避難支援
避難場所での避難者の確認

避難場所での避難者の確認
東区トランシーバーを活用し
状況確認

孤立する想定

紀文
レストラン

40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認
救助、救出

救助、救出
要配慮者の避難支援

要配慮者の避難支援

東地区②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
自治会内に津
波が到達する時
間

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）
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新田地区 

 

 

 

鰈川公民館要配慮者の避難支援 要配慮者の避難支援
阿弥陀寺上

道路
40

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認

救助、救出
要配慮者の支援

要配慮者の避難支援 鰈川公民館

外瀬山周辺 40

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認

救助、救出
要配慮者の支援

要配慮者の避難支援 要配慮者の避難支援 孤立が想定

紀文レストラ
ン

40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認

救助、救出
要配慮者の支援

要配慮者の避難支援

新田地区①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
自治会内に津
波が到達する時
間

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

 

 

 

二次避難場所

の確認 

避難経路を

記入 
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班、名前の確認 鰈川公民館
レストラン山
崎前

40分

火元、ブレーカーを切る
非常用持出品の準備
避難カードを掲げる
防災無線の確保
地区住民への声かけ、安否
確認

救助、救出
要配慮者の支援

要配慮者の避難支援

新田地区②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
自治会内に津
波が到達する時
間

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）
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西地区 

 

 

 

孤立する想定要配慮者の避難支援 避難者の確認三木宅付近 40分
防潮扉閉鎖
避難カードを掲げる

声かけ

避難者の確認 孤立する想定

西山庄吉宅
付近

40分
防潮扉閉鎖
避難カードを掲げる

声かけ 要配慮者の避難支援 避難者の確認 孤立する想定

外瀬山周辺
40分 防潮扉閉鎖

避難カードを掲げる
声かけ 要配慮者の避難支援

西地区①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
自治会内に津
波が到達する時
間

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）

 

 

避難経路を

記入 

地区の避難

場所の確認 
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孤立する想定要配慮者の避難支援 避難者の確認亀井宅前 40分
防潮扉閉鎖
避難カードを掲げる

声かけ

避難者の確認 孤立する想定

大正池 40分
防潮扉閉鎖
防災無線の確保
避難カードを掲げる

声かけ 要配慮者の避難支援 避難者の確認 孤立する想定

西方寺周辺
40分 防潮扉閉鎖

避難カードを掲げる
声かけ 要配慮者の避難支援

西地区②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災マップ　協議用記入用紙

①
自治会内に津
波が到達する時
間

②

自治会、
班内に津
波が到達
する時間

④
避難生活を行う
避難所（公民館
等）

地震発生後
～15分後

16分後
～30分後

31分後
～45分後

46分後
～60分後

61分後以降

③地震発生後の地区の取組みの想定（時系列）
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2. 第 2 回防災研修会 

1.概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 
平成 30 年 6 月 30 日（土）10:30～12:00 

※研修会開催前（8:30～10:00）に各地区でまち歩きを実施 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

参加者 

地区参加者                             31 名 

職員参加者(津波緊急避難ビル配備職員等)  10 名 

学識経験者               5 名 

合計                                   46 名 

内容 

１．ワークショップ 

 ①まち歩きの結果の防災マップへの落とし込み 

  まち歩きにより作成した「まち歩きチェックシート」を防災マップ

に反映。 

 ②避難中における問題点と対策の協議 

  まち歩きで確認した危険箇所について、特に優先して協議すべき場

所を３点選んで課題と対策を協議。 

 ③避難後における問題点と対策の協議 

  第 1回研修会において協議した避難場所について、特に優先して協

議すべき場所を３点選んで、課題と対策を協議。 

 ④訓練計画の協議 

  防災訓練において、取り組む内容を協議。特に今年の訓練における

重点取組事項である、「要配慮者の支援」及び「避難カードの活用」

について、他の地域における取り組み事例等を参考に、必須項目と

して取り組みに組み入れる。 

 

２．重点地区防災研修会・訓練等の今後について  

第３回研修会までに行っていただく事と、訓練当日のスケジュー

ルについて説明。 
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2.実施風景 

まち歩きの様子 
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まち歩きの様子 
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ワークショップの様子 
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3.ワークショップの取組 

【方北地区】まち歩きチェックシート 

▲避難時に注意が必要な箇所

番号

①

②

③

④

●地域の資源

番号

① 備蓄倉庫あり

内容

満潮時、道が冠水して通行できない恐れあり

避難場所への進入路に標識なし

家屋が倒壊した場合、通行できない恐れあり

道が狭く竹が覆いかぶさった場合、通行できない恐れあり

内容

 

 

 

まち歩きチェックシートの内容をＡ０防災マップに転記 
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避難中における問題点と対策の協議シート 

方北地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

① 低地帯のため危険 う回路を考える。 道路を上げる。

③ 古民家倒壊の恐れあり

う回路を考える。

所有者との話し合いをする。

通行時注意する。

地区や市などから所有者に依頼す

る。

要配慮者の通行が課題。

③ 古民家倒壊の恐れあり

う回路を考える。

所有者との話し合いをする。

通行時注意する。

地区や市などから所有者に依頼す

る。

要配慮者の通行が課題。

避

難

中

の

問

題

点

番号 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

 

※③が 2 カ所あり 

 

 

避難後における問題点と対策の協議シート 

方北地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

横山農道

周辺

横山農道周辺は孤立が想定され、そ

こで一定期間とどまる必要がある。

訓練で孤立が想定されない避難場

所への避難も検討する。

一定期間とどまるにあたり、必要

な物資について各家庭で非常持ち

出し袋を用意する。

孤立が想定されない、避難場所

まで遠い地域については、孤立

する場所に行かざるをえない。

持ち出し品だけでは十分な物資

を確保できない。

妙見山周

辺

妙見山周辺は孤立が想定され、そこ

で一定期間とどまる必要がある。

避

難

後

の

問

題

点

避難場所 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

※ 
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【方南地区】まち歩きチェックシート 

▲避難時に注意が必要な箇所

番号

①

②

③

④

⑤

内容

川沿いの道で低い為、津波到達時危険

家屋が倒壊した場合、通行できない恐れあり

スロープがない為、歩行困難者には支援が必要

ブロック塀が倒壊した場合、通行できない恐れあり

常時浸水しやすい為、大雨の時通行できない恐れあり

 

 

 

まち歩きチェックシートの内容をＡ０防災マップに転記 
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避難中における問題点と対策の協議シート 

方南地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

② 道路沿いの古い家（空き家）の倒壊
古い家の前の畑を避難路として使

用。
所有者と協議してもらう。

③
スロープがない為、歩行困難者には

支援が必要

う回路を使用。

要配慮者を支援。
スロープの設置。

④ 道路が水に浸かる 健康な人が支援する。

避

難

中

の

問

題

点

番号 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

 

 

 

避難後における問題点と対策の協議シート 

方南地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

禅定寺 孤立が想定される。
非常時用物資の保管場所を用意す

る。

安全な保管場所を用意するのが

困難。

方集会所

高台
孤立が想定される。

非常時用物資の保管場所を用意す

る。

安全な保管場所を用意するのが

困難。

旧街道
孤立の想定はされないが、避難所ま

で遠い。
ルートを確認する。 道路の安全確認をする。

避

難

後

の

問

題

点

避難場所 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）
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番号

①

②

③

④

▲避難時に注意が必要な箇所

内容

ブロック塀が倒壊した場合、通行できない恐れあり

道路ひび割れ、崩れる恐れあり

家屋が倒壊した場合、通行できない恐れあり

道が狭く、車いす通れない

【女良地区】 まち歩きチェックシート 
 

 
   

 

まち歩きチェックシートの内容をＡ０防災マップに転記 
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避難中における問題点と対策の協議シート 

女良地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

① ブロック塀が高く、倒壊の恐れあり
危険箇所を地区で共有。

ほかの避難ルートも確認する。
個人宅のため、対応が難しい。

② 道路ひび割れ、崩れる恐れあり 危険箇所を地区で共有。
う回路がないので、道路の補修を

依頼する。

④
道が狭く、車いすが通りにくい

（急な坂もあり）

近くの人が複数人で協力体制を整

える。

唯一の道路であり、この道を通行

せざるを得ない。

避

難

中

の

問

題

点

番号 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

 

 

 

避難後における問題点と対策の協議シート 

女良地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

女良古墳

周辺

孤立が予想され、そこで一定期間と

どまる必要がある。

物資がないので各家庭持ち出し袋

を用意する。

通信手段がないので、携帯無線機

を持ち出すようにする。

持ち出し品だけでは十分な物資

を確保できない。

女良農道

周辺

避難場所は孤立が予想されないが、

別の避難場所までは私有地を通行す

る必要がある。

私有地の所有者との協議。

避

難

後

の

問

題

点

避難場所 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）
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【丁地区】まち歩きチェックシート 

 

▲避難時に注意が必要な箇所

番号

①

②

●地域の資源

番号

①

内容

避難場所へ登る際、スロープがない為、歩行困難者には支援が必要

木が生い茂り、通行の妨げになる恐れあり

災害用資機材等の備蓄物資あり

内容

 

 

 

まち歩きチェックシートの内容をＡ０防災マップに転記 
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避難中における問題点と対策の協議シート 

丁地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

①

三郷八幡神社参道について、上に行

くには階段を利用する必要があるの

で、要配慮者は避難が困難である。

丁コミュニティセンターに行くよ

うにする。

最優先で丁コミュニティセンター

に行ってもらうようにする。

②

旧街道について、国道側から階段が

あるので、要配慮者は上に避難する

ことが困難である。

丁コミュニティセンターに行くよ

うにする。

最優先で丁コミュニティセンター

に行ってもらうようにする。

②
旧街道について、木が生い茂ってい

るため、倒れてくる危険性がある。

丁コミュニティセンターに行くよ

うにする。

所有者に切ってもらう（共同で切

る）。

避

難

中

の

問

題

点

番号 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

 

※②が 2 カ所あり 

 

避難後における問題点と対策の協議シート 

丁地区

地区・住民で対応できること 対応するための課題、地区等では難しいこと

丁コミュ

ニティセ

ンター

丁コミュニティセンターは孤立が想

定されないが、避難所まで遠くて行

くのは難しい。

要配慮者の把握。

避難時の団体行動。

避

難

後

の

問

題

点

避難場所 問題点の具体的な内容
対策（どうすれば）

※ 
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3. 第 3 回防災研修会 

1.概要 

 

日時 平成 30 年 8 月 6 日（月）19:00～21:00 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

参加者 

地区参加者     32 名（うち消防団 4 名） 

大東小学校   1 名、社会福祉協議会  2 名 

下津消防署   2 名、職員参加     4 名 

防災士     1 名、県職員      1 名 

合計           43 名 

内容 

１．訓練当日のスケジュール・内容について 

訓練当日のスケジュール、実施内容について説明 

 

２．大東小学校の取組について 

  大東小学校 岩井校長より、防災教育の取組について説明 

 

３．要配慮者の支援方法について 

社会福祉協議会より、視覚・聴覚・知的障害者への具体的な支援方

法及び車イスの使用方法について、実演とともに説明 

 

４．傷病者等の救護方法について 

  下津消防署より、傷病者に対する応急救護方法及び搬送法につい

て、実演とともに説明 

 

５．訓練までの準備事項等について 

  訓練までに各家庭への「わが家の避難マップ」と「避難カード」の

配布を依頼。また、「わが家の避難マップ」の作成方法や各地区の

「訓練計画」について周知を依頼。 
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2.実施風景 

  

事務局より訓練当日の説明 大東小学校より防災教育の説明 

  

  

車いすの方法方法の説明 車いすを使った移動支援の体験 

  

  

視覚障害者の支援方法の説明 傷病者等の救護方法の説明 
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実施風景 

 

  

毛布担架の作成方法の説明 毛布担架による運搬の体験 

  

  

毛布による運搬の説明 毛布による運搬の体験 

  

  

わが家の避難マップの説明 

 

訓練までの準備事項の説明 
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3.わが家の避難マップ 

・津波の到達時間、「まち歩きチェックシート」より避難時の注意すべき箇所を記載した 

「わが家の避難マップ」を各世帯に配布。 

 ・表面（地図）は、各世帯の避難場所、避難ルートを記入。 

 ・裏面（啓発面）は、各世帯の地震・津波災害時の避難行動を整理し記入。 

 

方北地区 東部 

 



35 

方北地区 西部 
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方南地区 
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女良地区 
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丁地区 
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裏面（啓発面） 
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3． 防災訓練 ※訓練は台風２１号の影響により中止しました 

1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 30 年 9 月 9 日（日）9:00～12:00 

場所 大崎地区内 

内容 

 

津波避難訓練 

第１部 津波避難訓練 

   各地区で作成した訓練計画に基づき避難行動を行う。 

   訓練計画の中に、今年度の重点取組項目である、 

   ・要配慮者の避難支援 

   ・避難カードの活用 

   の２点については、必ず入れる。 

 

第２部 二次避難訓練 

   避難生活を送る二次避難所として想定される海南下津高校まで

移動を行う。大東小学校の児童も、一次避難場所である大東小学校

周辺農道から海南下津高校まで二次避難訓練を行う。 

海南下津高校で、ボランティアによる「アルファ米の試食」、消

防職員による「消火器放水訓練」、備蓄倉庫の中を見ていただく「備

蓄倉庫の開放」を行い、11時から「人と防災未来センター」より研

究員を招いて、講演会を行う。 
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2． 各地区の訓練計画 

 

方北地区 

（平成30年度重点地区防災訓練用） 方北地区

いつ（時系列毎） 地区の取組の想定
避難中

避難後

＜体制＞

誰が

＜具体的な行動＞

どのように行う

～15分後 非常用持出品の準備 避難中 各家庭 非常用持出品を持ち出してもらう

～15分後

避難カード掲げる

避難住民への声かけ

安否確認

避難中
各家庭

自治会・班

玄関を出る時にカードをかかげる。

班の集合場所で確認。

避難カードを確認し、遅れている方に声

かけをする。

30分後 救助救出 避難中 自治会・班 救助救出

45分後 要配慮者の支援 避難中 自治会・班 避難手助けする

45分後
避難場所での避難者の確

認
避難後 自治会・班 点呼をする

訓練計画

訓練計画
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方南地区 

（平成30年度重点地区防災訓練用） 方南地区

いつ（時系列毎） 地区の取組の想定
避難中

避難後

＜体制＞

誰が

＜具体的な行動＞

どのように行う

～15分まで 各自避難準備 避難中 各家庭

・火元、ブレーカーを切る

・非常用持出品の準備

・避難場所までの確認

15分～

各自避難場所へ出発

避難カードを掲げる

避難道、倒壊場所確認

避難中 各家庭

・カードは各自ひもを付け、玄関を出る

際にドアのノブ等に掲げる。

・建物や橋の倒壊状況を確認し、避難道

を決める。

15分～
班内の住民への声かけ

安否確認
避難中 自治会の班

・声をかけながら避難する

・カードを掲げていない家に声を掛ける

・要配慮者を支援しながら集合場所へ

～20分後
要配慮者の避難支援

(救助救出）
避難中

班長

隣保住民

(確認者）

・班長は要配慮者(確認済)の支援を隣保

(班長）に協力をお願いする。(事前に協

議）

～40分後
避難場所での避難者の確

認
避難後

班長

防災委員
点呼を取る

訓練計画

訓練計画
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女良地区 

（平成30年度重点地区防災訓練用） 女良地区

いつ（時系列毎） 地区の取組の想定
避難中

避難後

＜体制＞

誰が

＜具体的な行動＞

どのように行う

～15分後 非常用持出品の準備 避難中 各家庭

事前に準備するようお願いしていた非常

用持出品を持ち出してもらい避難場所ま

で歩けるか確認してもらう。

～15分後 避難カードを掲げる 避難中 各家庭

玄関を出る際にドアノブなどに掲げても

らう。避難カードをかけるひもは各家庭

で準備してもらう。

～20分後

地域住民への声かけ

安否確認

防災無線の持ち出し

避難中 自治会

声をかけながら避難する。

避難カードを掲げている・いないを確認

する。

防災無線を持ち出す。

～20分後
救助救出

要配慮者の避難支援
避難中 自治会

要配慮者の家に声掛けして付添で避難す

る

～45分後
避難場所での避難者の確

認
避難後 自治会 点呼を取る

訓練計画

訓練計画
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丁地区 

（平成30年度重点地区防災訓練用） 丁地区

いつ（時系列毎） 地区の取組の想定
避難中

避難後

＜体制＞

誰が

＜具体的な行動＞

どのように行う

16分～30分

後

メガホン、車いす、タン

カの持ち出し

避難中

避難後

カギの所有者(４

軒)

避難者

・コミュセン備品(場所）確認

31分～45分

後
要配慮者の支援

避難中

避難後

カギの所有者(４

軒)

避難者

声掛けをする　近所、班長

45分以降
避難者の確認

避難所への避難検討
避難後

班長中心

避難者

点呼をとる

→　自治会長（区長）へ報告

　　(人数確認）

訓練計画

訓練計画

～15分後

・火元・ブレーカーを切る

・非常用持ち出し準備

・避難カードを掲げる

・防災無線確保・地域住民

への声かけ、安否確認、救

助

避難中

各家庭

自治会の班

・安全確認、火元点検

・非常品持ち出し

・玄関に「避難カード」を掲げてもらう

・要配慮者への声かけ

・「避難カード」チェック(班長）

・班長の点呼(別の班員）
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4． 訓練報告会 

1. 概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 平成 30 年 9 月 25 日（火）19:00～21:00 

場所 下津行政局 ２階 研修室 

参加者 

地区参加者     17 名 

職員参加    4 名 

合計           21 名 

内容 

１．各地区の取組の報告 

  各地区で作成した「わが家の避難マップ」と、「訓練計画」をもと

に、地域の課題や検討した内容について報告。 

 

２．市からの報告 

  これまでの研修会への参加状況や、取り組みの内容について報告。 

  市実施事業の案内等。 
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2. 報告会の様子 

1．方北地区 

《 主な報告内容 》 

方北地区は、横山農道周辺と妙見山周辺の２カ所を避難場所として想定している。 

 農道を車で避難する方法が有効であると考えており、昨年の訓練においては、３台の参加

があった。今後、台数を増やして訓練を行い、皆が車で避難した際の課題等の検証が必要と

考えている。横山農道周辺には地区の防災倉庫を設置し、発電機、投光器、アルファ米等を

備蓄しているが、十分な数量ではないので、必要な物資については、各家庭で非常持出し袋

を用意していただく必要がある。 

 取組から感じたことは、避難場所は２カ所考えているが、実際に各家庭で避難する際は自

宅の裏山等に逃げると思う。状況確認できるよう、連絡体制の整備が必要。 

 

2．方南地区 

 

  
 

《 主な報告内容 》 

 地区の避難場所が８カ所あり、禅定寺と方集会所高台については、地区で備蓄物資を用意

している。また、安否確認のため、区民の名簿を用意している。 

今回の研修会を通じて、浸水が想定される大東平野の住民に対し、自主防災組織の役員と

共に防災意識を向上させるよう働きかけを行ったが、特に若い世帯に防災意識を根付かせる

のは難しいと感じた。 
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3．女良地区 

 

  
 

《 主な報告内容 》 

避難場所については女良古墳周辺と女良農道周辺の２カ所を考えており、女良農道につい

ては、車での避難を想定しているが、私有地の敷地を抜けて避難できるかが課題。また、地

区内の避難ルートが限られており、建築物の倒壊等で通れない場合は避難できない可能性が

ある。女良古墳周辺は細くて狭い道が多く、要配慮者の避難が課題。また、女良古墳周辺は

孤立が想定されるため、地蔵寺に保管している防災行政無線の持ち出しや、必要な物資の備

蓄を考えている。女良地区は、18世帯しかないが、全員顔見知りであり、普段から交流もあ

るので、少ない世帯だからこそできる取り組みを今後も行っていきたい。 

 

 

4．丁地区 

 

  
 

《 主な報告内容 》 

 丁地区では、丁コミュニティセンターを災害対応の拠点として考えている。地震時には、

国道より大東小学校側の一部の住民を除き、ほぼ全住民が丁コミュニティセンターに避難可

能。今回の訓練においては、地区で二次避難ルートを設定し、海南下津高校まで徒歩で移動

する二次避難訓練を計画した。今後の取組として、移動時の交通指導や消防団との連携等も

取り入れて、団体行動を念頭に置いた内容を取り入れたい。 
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5． 研修会及び訓練報告会におけるご質問・ご要望への回答について 

 

平成 30年度地域防災活動支援事業を通して、方北・方南・女良・丁地区の皆様よりいただき

ましたご質問・ご要望への回答を以下にまとめました。 

ご質問・ご要望の内容から分類した項目ごとに、基本的な市の考え方と、各項目に関連する

ご質問・ご要望に対する回答を記載しています。 

今後の防災活動の参考としていただきますよう、お願い申し上げます。 

 

（１）避難行動要支援者の支援について 

避難行動要支援者（高齢者、障害者、乳幼児など）の避難支援については、支援する側

と支援を受ける側のそれぞれの意識や取組が必要となります。 

 支援する側  …近隣の避難行動要支援者を把握し、平常時から意識して見守る 

 支援を受ける側…周囲に対して支援が必要であることを意思表示する 

災害時の避難支援の実効性を高め、円滑に行うためには、平常時から気軽に話し合える

関係を築くことが重要です。そのうえで、具体的にどのような支援を行うか（受けるか）

を話し合い、災害時には支援する側の身の安全を確保したうえで支援を行ってください。 

 

Ｑ．避難路が狭く、急傾斜となっている場所では、車いすでの通行もままならない。避難行

動要支援者の避難支援方法について、どのようにすればよいか。 

 

Ａ．車いすも入らない狭隘路では、担架や背負いが有効になると考えます。 

既製品の布担架や、背負子を使用する例があります。 

また、珍しい取り組みですが、ダイニングの椅子に乗せて持ち上げて運ぶ方法や、台車

の上に椅子をくくりつけて乗せる方法等もあります。 

どのような搬送方法が安全かつ可能であるかを事前に協議し、必要な資器材については

準備しておく必要があると考えます。 

  避難行動要支援者への避難支援に必要な、車いす、リアカー、布担架等の避難用の器具

の購入については、「自主防災組織育成事業補助金」の対象となりますので、活用される

場合は、自主防災会でご協議のうえ、危機管理課までご相談ください。 

 

Ｑ．研修の中で、「要支援者」と「要配慮者」という言葉が多く出てきたが、統一できないか。 

 

Ａ．災害対策基本法上は、高齢者、障害者、乳幼児等、特に配慮を必要としている者につい

て「要配慮者」という言葉が使用されております。しかし、要配慮者のなかでも、避難

生活で配慮が必要な方と、避難行動で配慮が必要な方は異なり、区分けする必要がある

ため、同法第 49 条の 10に、特に避難行動で配慮が必要な方という意味で「避難行動要

支援者」と表記されております。 
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（２）地震による建築物等の倒壊・崩壊について 

各地区において、地震による倒壊・崩壊のおそれがある空き家、ブロック塀、がけ地・

急傾斜地について各担当課（下記参照）にて対応いたしますので、地区でご協議のうえ、

ご相談ください。 

 

  空き家対策、住宅の耐震化等・・・都市整備課 

 ブロック塀の撤去改善事業・・・・危機管理課 

  がけ地・急傾斜地・・・・・・・・建設課 

 

※ がけ地・急傾斜地の整備は和歌山県の事業となるため、建設課でとりまとめ、和

歌山県に要望します。 

 

（３）避難場所・避難路の整備について 

避難場所周辺の避難誘導灯・避難誘導看板の整備については、各避難場所に年次的に整

備を進めており、平成 31年度に全避難場所への整備が完了します。 

避難場所及び避難路の舗装・段差解消や手摺の設置などにつきましては、危機管理課ま

たは建設課までご相談ください。 

 

（４）二次避難について 

避難所への二次避難の基本的な考え方として、浸水想定区域内は道路への浸水・がれき

の堆積などにより通行できない想定のため、浸水想定区域外の避難可能な経路を選択しま

す。 

 

Ｑ．女良農道周辺に車で避難し、避難所である海南下津高校へ移動するにあたり、(株)キン

チョーの敷地を通過する必要があるが、通行できるか。 

Ａ．(株)キンチョーに確認したところ、建物の構造上、女良農道側から敷地を車で通過する

ことはできませんが、徒歩での通過については、フェンスの脇を通行することで、通り

抜けは可能とのことです。 

 

（５）物資・資機材の整備について 

 避難場所は「緊急的」「一時的」に避難する場所として、短期間の滞在を想定していま

す。この間に必要となる物資や資機材については、基本的には各家庭の非常用持出品及び

自主防災組織の備蓄で対応いただくことになります。避難生活を送ることが想定される、

浸水想定区域外の避難所には、市による備蓄物資の整備を行っておりますが、一時的に避

難する避難場所には原則備蓄物資を整備しておりません。 

なお、自主防災組織が避難場所に備蓄する物資・資機材の整備に要する経費については、

「自主防災組織育成事業補助金」の対象となりますので、活用を検討される場合は、自主

防災組織でご協議のうえ、危機管理課までご相談ください。 



50 

 

 

 

 

平成 30 年度 地域防災活動支援事業 実績報告 

～ 大崎地区 ～ 

平成 31 年 1 月 

海南市 総務部 危機管理課 

〒642－8501 海南市南赤坂 11 番地 

ＴＥＬ：０７３－４８３－８４０６ 
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